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 ＤＭＡＴとは
Disaster Medical Assistance Teamの略で、災害時医療救護隊の事です。
大地震や航空機､ 列車事故といった大災害時に迅速に駆けつけ、救急医
療を行うための専門的な訓練を受けた医療チームの事を指します。
ＤＭＡＴが編成された背景には、阪神淡路大震災の救出活動の反省から
始まっています。平成13年度厚生化学特別研究報告書では、「急性期に
可及的早期に救出、救助部門と合同し、トレーニングを受けた医療救護
班が災害現場に出向くことが、防ぎ得る災害死の回避につながる」と結
論付けＤＭＡＴの作成を決定しています。ＤＭＡＴの研修は完全に標準
化されており、すべてのＤＭＡＴ隊員は同じ訓練を受けることになって
います。これは、災害時に複数の初めて会ったＤＭＡＴ隊員が、迅速組
織的に活動できるようにするためです。

　

去
る
１
月
22
日
か
ら
25
日
ま
で
の
４
日

間
、
兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
に
、
外
科
部
長
・
西

中
秀
和
、
看
護
師
・
小
野
康
佳
・
青
木
美

子
、
医
療
連
携
室
・
吉
田
茂
樹
と
私
の
総

勢
５
名
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
地
獄
の
訓
練
と
は

　

基
本
的
に
は
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
の
８

～
９
時
間
の
日
程
で
、
第
１
日
目
は
、
座

学
中
心
で
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
意
義
、
活
動
内
容
、

実
際
の
手
順
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
ま
し

た
。
第
２
日
目
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
、

与
え
ら
れ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し

て
チ
ー
ム
内
で
議
論
を
行
い
解
決
に
導
く

と
い
う
手
法
を
訓
練
さ
れ
ま
し
た
。
第
３

日
目
は
、
筆
記
試
験
と
、
ト
リ
ア
ー
ジ
や

救
急
処
置
や
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
使
い
方

の
実
技
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
４
日

目
は
、
消
防
隊
の
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
場
所

を
移
し
、
航
空
機
で
の
搬
送
に
関
す
る
医

療
活
動
や
、
災
害
現
場
で
の
医
療
行
為
に

つ
い
て
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は

一
番
大
変
で
、
電
車
車
両
１
両
分
を
匍
匐

前
進
で
く
ぐ
ら
さ
れ
た
り
、
瓦
礫
の
隙
間

を
通
り
医
療
処
置
を
行
う
訓
練
を
し
ま
し

た
。
皆
の
が
ん
ば
り
も
あ
り
全
員
合
格
、

は
れ
て
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
夜
そ
の
ま
ま
帰
郷
し
ま
し
た
が
、
帰

り
の
車
内
で
は
話
す
気
力
も
な
い
程
、
全

員
心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は
別
に
大
分
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
も
本
年
２
月
４
日
発
足
し
、
当
院
も
大

分
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
第
１
次
指
定
病
院
（
14
医
療

機
関
）
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
災

害
医
療
救
助
活
動
に
も
、
微
力
な
が
ら
最

大
限
の
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

大
災
害
が
発
生
し
た
時
に
災
害
現
場
に

馳
せ
参
じ
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
命
を

救
う
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
、
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
隊
員
に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
「
限
ら
れ
た
医
療
資
源
の

も
と
で
最
大
多
数
の
傷
病
者
に
最
善
を
尽

く
す
。
軽
症
、
救
命
の
見
込
み
の
な
い
重

症
患
者
に
優
先
を
与
え
な
い
。」
と
い
う
災

害
医
療
の
原
則
（
ト
リ
ア
ー
ジ
）
が
重
要

副　院　長

柏 木　孝 仁

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
情
報
の
収
集
と

伝
達
、
搬
送
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
患
者
さ
ん
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時

我
々
医
療
人
は
つ
い
つ
い
治
療
に
専
念
し

て
し
ま
い
ま
す
。
災
害
現
場
で
は
治
療
は

応
急
処
置
の
み
に
と
ど
め
、
迅
速
か
つ
的

確
に
後
方
支
援
組
織
に
患
者
さ
ん
を
搬
送

す
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。
こ
う
い
っ

た
発
想
は
日
常
診
療
か
ら
は
な
か
な
か
で

て
き
ま
せ
ん
。
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。

多
く
の
職
員
の
方
が
研
修
に
い
か
れ
る
こ

と
を
希
望
し
ま
す
。

外科部長
西 中　秀 和

　

研
修
で
は
、
消
防
や
警
察
等
の
災
害
時

現
場
対
応
を
理
解
し
、
こ
れ
ら
の
機
関
と

連
携
し
て
、
現
場
医
療
を
提
供
す
る
た
め

に
、
災
害
医
療
の
標
準
化
（
災
害
対
応
に

お
け
る
共
通
の
知
識
・
理
論
、共
通
の
言
語
）

複
数
の
現
場
医
療
チ
ー
ム
が
参
集
し
た
場

合
で
も
、
組
織
的
に
活
動
で
き
る
。
提
供

す
べ
き
医
療
お
よ
び
行
う
べ
き
で
な
い
医

療
を
熟
知
し
、
実
施
す
る
能
力
を
持
つ
こ

と
等
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
災
害
現
場

で
は
、
医
療
提
供
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
事

が
出
来
な
い
特
殊
状
況
下
で
あ
る
こ
と
を

実
際
に
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
看
護

師
と
し
て
命
を
救
う
活
動
に
携
わ
れ
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
派
遣
依

頼
さ
れ
た
時
は
、
精
一
杯
、
負
傷
者
救
護

に
あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

手術室
副主任看護師

小 野　康 佳

日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
に
参
加
し
て
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昨
年
の
11
月
、
あ
る
研
修
で
初
め
て
、

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
「
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
」
を

知
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員

は
大
変
だ
な
あ
と
、他
人
事
の
よ
う
に
思
っ

て
い
た
私
が
、
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が

決
ま
り
、研
修
前
か
ら
不
安
と
緊
張
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

　

研
修
最
終
日
、
六
甲
山
に
あ
る
広
域
防

災
セ
ン
タ
ー
で
、
実
践
訓
練
が
行
わ
れ
、

私
は
、
瓦
礫
の
下
医
療
を
体
験
し
ま
し
た
。

狭
い
空
間
の
中
に
医
師
と
看
護
師
、
他
に
、

消
防
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
１
名
ず
つ
し
か
入

れ
ず
、
私
達
は
医
療
を
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

員
は
救
出
と
い
う
役
割
が
あ
り
ま
し
た
。

薄
暗
い
中
で
被
災
者
の
全
身
状
態
、
外
傷

状
況
を
判
断
し
、

迅
速
に
救
急
処
置

を
行
い
、
レ
ス

キ
ュ
ー
隊
員
と
の

連
携
が
不
可
欠
だ

と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
訓

練
の
日
は
と
て
も

寒
く
、
疲
労
感
を

感
じ
ま
し
た
。
も

し
、
被
災
者
が
、

こ
の
寒
さ
に
取
り

残
さ
れ
て
い
た

ら
、
私
以
上
に
体

力
の
消
耗
に
繋
が

る
こ
と
も
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
体
験
し
た
こ
と
を
活
か

し
、
さ
ら
に
勉
強
し
、
い
つ
で
も
出
動
で

き
る
態
勢
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　２月４日（月）に県庁にて大分ＤＭ
ＡＴの発足式があり、当院から２名

（副院長／柏木孝仁・ＯＰ室副主任看
護師／小野康佳）参加致しました。
　大分ＤＭＡＴは、県内で自然、都市
型災害が発生した場合に、現場で救急
活動を行う災害派遣医療チームのこ
とで、機動性と医師不足を考慮して医
師１人、看護師１人の計２人で構成さ
れています。
　都道府県レベルのＤＭＡＴでは東
京、福岡などに次いで５都県目の発足
となり、大分ＤＭＡＴは負傷者１人の
交通事故であっても救急隊員の判断
で出動要請出来るのが特徴です。
　大分ＤＭＡＴの指定病院は以下の
通りです。
県立病院、大分大学医学部付属病院、
国東市民病院、新別府病院、大分市医
師会立アルメイダ病院、大分赤十字
病院、大分中村病院、大分三愛メディ
カルセンター、臼杵市医師会立コスモ
ス病院、健康保険南海病院、公立おが
た総合病院、県済生会日田病院、中津
市民病院、宇佐高田医師会病院

４階病棟看護師
青 木　美 子

　

今
回
私
は
、
業
務
調
整
員
と
し
て
、
４

日
間
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

業
務
調
整
員
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
内
で

ロ
ジ
（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
略
）
と
呼

ば
れ
て
お
り
、そ
の
チ
ー
ム
の
管
理（
時
間
・

人
員
・
物
品
・
資
金
・
安
全
・
健
康
・
情
報
・

そ
の
他
）
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
の
管
理
と
あ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に

医
師
、
看
護
師
の
業
務
に
当
て
は
ま
ら
な

い
も
の
は
、
全
て
ロ
ジ
が
担
当
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
そ
の
業
務
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

　

ロ
ジ
の
心
構
え
と
し
て
、
３
Ｋ
（
機
敏
・

機
転
・
気
配
り
）
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今

回
の
実
習
で
も
つ
く
づ
く
必
要
な
要
素
だ

と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
し
、
通
常
の
業

務
で
も
常
日
頃
か
ら
、
そ
れ
ら
を
考
え
て

行
動
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
と
て
も
ハ
ー
ド
で
内

容
が
濃
く
大
変
で
し
た
が
、
災
害
時
に
病

院
・
個
人
で
必
要
な
物
事
や
、
災
害
時
に

は
今
回
の
研
修
に
参
加
さ
れ
て
い
た
頼
も

し
い
メ
ン
バ
ー
が
い
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
大
変
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

医療連携室
社会福祉士

吉 田　茂 樹

大分ＤＭＡＴ
発足式

広瀬知事より指定証を受け取る副院長

大分 DMAT 指定証
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平成18年度実績 平成19年度実績
■平成19年度医事統計総括表

外 来 患 者 延 べ 人 数
入 院 患 者 延 べ 人 数
１ 日 平 均 入 院 患 者 数

循 環 器
消 化 器
外 科
呼 吸 器

平 均 在 院 日 数
病 床 利 用 率
紹 介 患 者 数
患 者 紹 介 率
救 急 車 搬 入 件 数

（人）
（人）
（人）

（日）
（％）
（人）
（％）
（件）

21,469
32,100
87.9
18.4
22.6
26.1
20.8
17.0
80.0
3,444
75.6
738

20,606
33,434
91.3
20.1
20.6
28.3
22.6
17.7
83.0
3,242
77.2
862

科  別  内  訳

部署紹介⑧

栄養課
　

私
た
ち
栄
養
課
は
平
成
19
年
８
月
よ
り
、

調
理
業
務
が
日
清
医
療
食
品
に
委
託
と
な
り

ま
し
た
。
栄
養
士
３
名
、
調
理
員
９
名
、
計

12
名
で
治
療
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。
日
清
医

療
食
品
は
、「
患
者
様
の
信
頼
と
満
足
を
得
る

心
の
こ
も
っ
た
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

栄養課課長代理
管理栄養士
佐 藤　昌 代

す
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
で
は
２
名
の
管
理
栄
養
士
に
よ

り
、
入
院
さ
れ
た
患
者
様
に
個
別
面
接

を
行
い
、
食
事
内
容
の
説
明
を
行
う
と

と
も
に
、
患
者
様
の
嗜
好
な
ど
を
聞
き

栄
養
状
態
低
下
の
患
者
様
へ
の
個
人
対

応
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

食
事
は
人
間
が
生
き
て
い
く
う
え
で
、

最
も
大
切
な
も
の
で
す
。
入
院
時
食
事

が
摂
れ
な
か
っ
た
患
者
様
が
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
状
態
が
良
く
な
っ
て

い
く
の
を
何
度
も
み
て
、
改
め
て
食
事

の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
週
３
回
（
月
・
水
・
金
）
の
選

択
メ
ニ
ュ
ー
や
季
節
の
行
事
食
な
ど
も

実
施
し
て
ま
す
。
外
来
受
診
の
患
者
様
、

入
院
中
の
患
者
様
に
対
し
て
、
食
事
に

つ
い
て
の
相
談
・
指
導
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

外
来
・
病
棟
な
ど
で
見
か
け
た
ら
、

お
気
軽
に
声
を
お
か
け
下
さ
い
。

管理栄養士による栄養食事指導の様子 

NST(栄養サポート
チーム)稼動施設認
定証。
平成19年9月1日

マンモグラフィ(乳房
エックス線写真)検診
施設認定証。
認定期間
2008年3月1日〜
2011年2月末日

循環器専門医研修
関連施設証。
認定期間
2008年4月1日〜
2010年3月31日
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春三景

（入院編）

入院中の食事療養費について
●入院中の食事自己負担額

※市町村民税非課税世帯で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円とし
　て計算）を差し引いた所得が０円となる世帯に属する方

申請：被保険者が食事療養標準負担額減額申請書に市町村民税非課税証明書、印鑑を添えて申請し、
　　　保険者（市町村等の窓口）に提出し、認められれば標準負担額減額認定書が交付されます。
　　　標準負担額減額認定書と被保険者証を医療機関の窓口に提出して頂ければ、減額が受けられま
　　　す。（同時に医療費も減額の対象になります）

ご不明な点がございましたら、当院事務会計窓口もしくは、医療連携室までお問い合わせ下さい。

１食の負担額

210円
160円
100円

１食の負担額
260円

●入院中の食事自己負担額が減額できる方

　対象者：市町村民税非課税世帯の方

対　象　者　区　分
標準負担額減額認定書の適用区分

対　　　象　　　者
一　　　　　　　般

後期高齢者

区分Ⅱ

区分Ⅰ

70歳未満

Ｃ

適用なし

90日までの入院
90日を超える入院

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

前期高齢者

区分Ⅱ

区分Ⅰ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

ご意見いただきました
▼ご意見①
　診察の後、公衆電話を利用しようと思ったの
ですが、宇佐市の電話帳が無くて困りました。
用意して欲しいです。
　
お答え・・・大変ご迷惑おかけしました。早速、
電話帳を準備いたしました。ご利用下さい。

▼ご意見②
　写真を展示していただき有難うございました。
また、メディウインドウも楽しませていただい
ています。写真も元気だからできること。これ
からも楽しませてください。

お答え・・・有難うございます。これからも、
癒しの空間として皆様に楽しんでいただけるよ
う努めていきたいと思います。

ご意見ありがとうございました。
文責　院長　中島　仁典

※ご意見は、要約して掲載させていただいております。
　ご了承下さい。
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学会・研修会等報告

○施設会議発表
２月７日（木）
施設代表者会議（宇佐市）
「電子カルテを導入して」　看護部／柳田　美雪

○褥瘡勉強会「治療編」
３月４日（火）・３月７日（金）　大研修室にて

○平成19年度第２回医療安全研修会
３月11日（火）大研修室にて
「医療機関のリスクマネジメント」
　講師：アステムCS担当／大津留　静彦先生

○平成19年度第２回生涯教育臨床集談会・症例検討会
１月29日（火）大研修室にて
テーマ
１．「粘膜下腫瘍の形態を示した進行胃癌の一例」
　　外科医師／松下　章次郎
２．「近年の内視鏡治療の進歩・普及」
　　消化器内科医師／小野　英樹
３．「多臓器不全を呈した急性下壁心筋梗塞の一例」
　　循環器内科部長／陣林　伯男
４．「当院の胃癌症例の検討」
　　副院長／柏木　孝仁

○研修会発表
２月９日（土）
第28回大分県地域医療研究会(大分市）
「ＰＥＧ症例への取り組み」コメディカルのエンパ　
　ワーメントアプローチを振り返った一症例
　看護部／今長　真由美○講習会講師

３月22日（土）
平成１９年度　宇佐・高田地域ALS患者等の吸引を
必要とする在宅療養者の看護講習会（宇佐市）
「在宅人工呼吸器療法について・緊急時の対応方
　法について（アンビュバックの使い方）」
　看護部／岡崎　豊子

○学会発表
４月11日（金）九州外科学会（鹿児島市）
「腹膜偽粘液腫にFOLFOX4を行い症状の改善が
　みられた一例」
　外科医師／江口　大樹
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０
０
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。
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て
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も
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ま
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な
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、
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を
す
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私
が
い
ま
し
た
。

親睦会　会長
髙橋　政也

ボランティア活動を
行いました　



古
こ

賀
が

　　裕
ゆたか

① H20・４・１
②外科　医師
③頑張るのみです！
④テニス・野球観戦
　（ホークス）

橋
は し

永
な が

　正
ま さ

彦
ひ こ

① H20・４・１
②内科（消化器）医師
③宜しくお願いします
④ドライブ・映画鑑賞

江
え

口
ぐ ち

　大
だ い

樹
き

① H20・４・１
②外科　医師
③鬼手仏心
④ドライブ・旅行

安
あ

部
べ

由
ゆ

希
き

絵
え

① H20・４・１
②３階病棟　看護師
③笑顔を絶やさず頑張りた
　いと思うので、よろしく
　お願いします。
④買い物・掃除

河
こ う

野
の

江
え

里
り

子
こ

① H20・３・17
②４階病棟　看護師
③自分の家族と同様と思っ
　て患者さんに接します。
④ドライブ・アーチェリー

安
あ

倍
べ

　香
か

織
お り

① H20・３・17
②３階病棟　看護助手
③あいさつと笑顔を心がけ
　る。
④子供と遊ぶ・カラオケ

矢
や

野
の

　美
み

紀
き

① H20・３・17
②４階病棟　看護師
③患者さんにホッ♡として
　いただける様な看護をし
　ていきたいです。
④アロマテラピー

宮
み や

村
む ら

　貴
た か

志
し

① H20・４・１
②医療連携室　社会福祉士
③一生懸命努力します。ご
　迷惑をおかけするかと思
　いますが、よろしくお願
　いします。
④音楽鑑賞

阿
あ

部
べ

　裕
ひ ろ

美
み

① H20・４・１
②４階病棟　看護師
③笑顔を大切に頑張りま
　す。
④音楽鑑賞

本
ほ ん

田
だ

　義
よ し

樹
き

① H20・１・１
②検診センター　事務
③初心忘れるべからず
④テニス

曽
そ

根
ね

﨑
ざ き

育
い く

美
み

① H20・４・１
②検診センター　保健師
③くよくよせずに前向きで
　いこう！
④とくになし、あえていえ
　ば掃除かな？

■ 新入職員紹介
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井
い

川
が わ

小
さ

百
ゆ

合
り

① H20・４・21
②３階病棟　看護師
③前向きに、ハッピーに！
④音楽鑑賞

仲
な か

　　富
と み

恵
え

① H20・４・21
②４階病棟　看護師
③中道意識
④パッチワーク・清掃

田
た

邊
な べ

美
み

和
わ

子
こ

① H20・４・21
②外来　看護助手
③相手の気持ちを大切にし
　たいです。
④ドライブ

よろしく
お願いいたします。

①入職日
②所属
③モットー（一言）
④趣味
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　氏　名　　　　専　門　領　域
中島　仁典　　消化器　肝臓病　内科一般
小野　英樹　　消化器　肝臓病　内科一般
橋永　正彦　　消化器　内科一般

陣林　伯男　　循環器科一般
金子　匡行　　循環器科一般

●外来受付時間
　午前　8：30～11：00（午後の特殊外来は、午後3：00まで受付）
　予約の患者様が優先になります。ただし、急患はこの限りではありません。
　※当病院は、原則として紹介状が必要です。

●診療時間
　午前　9：00～12：00
　午後　2：00～  5：00

●休診日
　土曜日午後、日曜日、祝祭日、
　年末年始（12/30～1/3 ）

土

中島　仁典

（再　来）

―

―

―

―

―

金

小野　英樹

橋永　正彦

陣林　伯男

柏木　孝仁

―

―

中山　俊之
第２・第４

木

中島　仁典

橋永　正彦

陣林　伯男

ペースメーカー

古賀　　裕

三重野　斉

―

―

水

橋永　正彦

小野　英樹

金子　匡行

江口　大樹

―

―

―

火

中島　仁典

小野　英樹

陣林　伯男

柏木　孝仁
　

―

黒田　芳信

―

月

小野　英樹

橋永　正彦

金子　匡行
　

髙松　祐治
　

三重野　斉

―

―

科　　別

消 化 器

内 視 鏡

循 環 器

外 　 科

呼 吸 器

呼 吸 器

血 　 液

時間帯

午 前

午 後

平成20年４月１日現在

駅
館
川 宇佐高田医師会病院

宇佐高田地域成人病検診センター

宇佐神宮 ●
轟木整形
外科病院

トライアル
●

宇佐高校
●

メルクス
●

宇佐市役所
●

←中津市

安心院
院内
↓

←中津方面

国道10号線

豊
後
高
田
市
→

大分市→

大分方面→

柳ヶ浦駅
長洲駅 J R日豊本線

宇佐駅

●
ご
案
内
図

　氏　名　　　　専　門　領　域
柏木　孝仁　　消化器外科　下肢静脈瘤　外科一般
髙松　祐治　　消化器外科　甲状腺外科　外科一般
古賀　　裕　　消化器外科　外科一般
江口　大樹　　消化器外科　外科一般

三重野　斉　　呼吸器科一般

なか しま ひろ のり

お の きひで

じんばやし のり お

かね こ まさ ゆき み え の つよし

かしわ ぎ たか ひと

たか まつ ゆう じ

こ が ゆたか

え ぐち だい き

はし なが まさ ひこ

消化
器科

循環
器科

外科

呼吸器科

地域医療への貢献

「肌のぬくもりある医療」の実践

１．救急医療充実のため、診療連携の強化に努めます。

１．高度医療の実施、チ－ム医療の推進に努めます。

１．患者様の立場にたった医療サ－ビスの提供に努めます。

１．職員が誇りを持って働ける病院を目指します。

基本方針

基本理念

　若葉が風に揺れ、目にまぶしい季節となりました。

若葉のように、新人職員の元気なあいさつの声が職場に新鮮な

空気を運んでくれています。

　不安や緊張感・・・複雑な気持ちで入職した日をついこの前（？）

のように思い出します。

「ぬくもり」も12号発行となりました。フレッシュな気持ちを忘
れずに、これからも取り組んで行きたいと思います。

広報委員　

編集後記

外来担当医師一覧表

患者様の権利

患者様の責務

１．患者様は、個人としての尊厳が守られ、だれでも良質な医療を平等に受ける権利があります。

２．患者様は、医療に関して十分な説明と情報の提供を受ける権利があります。

３．患者様は、医療に関して十分な説明と情報の提供を受けた上で、自らの意思で治療の方法

　　を選択する権利があります。

４．患者様の個人情報は、保護される権利があります。

１．患者様は、ご自身の健康に関する情報を提供する責務があります。

２．患者様は、ご自身が受けられる医療に関して納得できるよう質問する責務があります。

３．患者様は、他の患者様の療養生活に支障を与えないよう配慮する責務があります。


